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松本市近辺の葬儀の変化
「儀礼」から「お別れ会」へ

最近，就職活動＝就活になぞらえた，「終活」という言葉を頻繁に目にするようになった。人生
の終わりのための活動，といった意味の造語だというが，急速な超高齢化社会を迎えて切実な問題
である。終活といえば，葬儀や墓をどうするかが問題となるが，本稿では，長野県松本市を中心と
した地域での，2，30 年前から現在に至る葬儀の変化を振り返って現状を述べ，葬儀の当事者，寺，
葬祭業者それぞれの変化への対応を分析した。

松本市では，20 年ほど以前には寺や公民館や自宅で行われていた葬儀が，ほぼ 10 年間で葬儀社
の会場へとかわり，今は葬儀の内容が家族葬や直葬へと急速に変わりつつある。その要因としては，
近隣社会が葬儀を担えなくなったこと，核家族化と世帯員の高齢化や景気の低迷などがあり，状況
が変化する中でやむを得ず葬儀は変化してきた。この変化に対して，それぞれの立場からの対応が
ある。終活をする当事者は，該当する地域の習俗や寺，近隣社会に任せきりだった葬儀に主体的に
かかわろうとし，様々なアプローチをしている。そして葬儀の規模や内容については，簡素化の流
れで「家族葬」あるいは「直葬」という形が一般的になりつつある。葬祭業者は，自前のホールを
造ることで次々と事業を拡大してきたが，葬儀の小規模化の流れの中でエンディングの学習会を開
くなど，ユーザーを確保しようとしている。一方，大部分の寺は，葬儀の小規模化，簡素化の流れ
の中でも檀家システムにのったままで変わろうとはしていない。しかし，ここで取り上げた松本市
の神宮寺のように，葬儀社よりも安くその人ならではの葬儀を行い，檀家外からも利用者を集めて
いる寺もある。神宮寺の葬儀の人気は，費用面や住職の人柄もあるだろうが，何よりも葬儀への人々
の意味付けを先取りし，寺の論理を後ろに納めて，故人とのお別れ会というコンセプトを大きく表
に出したことにあると思われる。
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